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南紀生物, 44(0 :53, 2002

ムツサンゴ広島湾周辺海域(瀬戸内海)に産す

鳥越　兼治*・久保田　信**・小川　数也***

Kenii Torigoe, Shm Kubota and Kazunan Ogawa: Occurrence of a stony coral Rhizopsammia minuta mutsuensis

Yabe and Eguchi, 1932 in Hiroshima Bay and its adjacent waters, the Seto Inland Sea
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イシサンゴ目キサンゴ科に属する日本特産のムツサン

ゴRhizopsammia mmuta mutsuensis Yabe and Eguchi,

1932は,本来寒流系のイシサンゴ類として知られてき

た(Yabe&Eguchi, 1932)。しかし,近年報告が増し(矢

島, 1986),さらに瀬戸内海でその分布が確認され,大

阪湾や岡山県牛窓産の群体が報告されている(小川・佐

名川, 1997;小川・太田, 2000)。鳥越は数年前から瀬

戸内海のはば中央部の北側にある広島湾において,本種

らしき群体の生息を確認していたが,ごく最近発見した

竹原産の群体をも含めて,最終的な同定ができたので,

ここに新産地5地点を報告する。

1997年,広島湾北部の入道鼻において,水深2m (大

潮最干潮時)で露出する岩上に本種の群生が初めて発見

された。次いで, 1998年,広島県海老渡の鹿島大橋の橋

脚で群生が発見され(図1 ),続いて2001年に同県深江

釣附海岸でも遭遇し,さらに竹原市での生息も確認され

た。今後,瀬戸内海でどれほどの分布の広がりがあるの

か,特に四国沿岸-の分布および深度分布などの解明が

待たれる。

ムツサンゴの瀬戸内海での新産地

下記のように, 2001年8月に至るまでの過去5年間に

中国側の広島県沿岸の5地点,特に広島湾の諸地点から,

いずれも夏季に水温が上昇する表層に生息する本種の群

体が確認された。今後,さらに分布地点が増加するもの

と期待される。

佐伯郡沖美町入道鼻1997年10月

安芸郡倉橋町鹿島大橋橋脚1999年9月(図1)

佐伯郡大柿町長島　2000年5月

佐伯郡大柿町深江釣附　2001年1月

竹原市的場　2001年8月
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図1瀬戸内海広島湾(倉橋町鹿島大橋橋脚付着)から
初記録のムツサンゴ.触手環外分裂を示す個虫.

Fig. I. First finding of a stony coral Rhizopsammia

minuta mutsuensis in Hiroshima Bay, the Seto

Inland Sea, attaching to pier of Kashima-

Ohashi bridge in Kurahasm town, Hiroshima

Prefecture, Japan. One corallum shows an

extratentacular budding.
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